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1 2001.3.17 MicrosoftNetMeeting③／同 Ｈ､323 I
２ 2002.2.22 MicrosoftNetMeeting②／同 Ｈ､323 I 1名
３ 2004.2.25 Ｗ＆Ｍ大 SonyPCS-l／PolycomVS4000 Ｈ､323 IＣＤ 7名 名
４ 20043.25 SonyPCS-1／PolycomVS4000 Ｈ､323 I
５ 200411.6 sｏnｙ PCS-l／同 Ｈ､320 修士論文指導 3
６ 2005.2.10 Ｗ＆Ｍ大 SonyPCS-l／PolycomVS4000 Ｈ､323 IＣＤ 5 名
７ 20052.24 SonyPCS-1／PolycomVS4000 Ｈ､323 IＣＤ 5 名
８ 2005.6.17 Sｏnｙ PCS-l／同 Ｈ､323 IＣＤ 5






































































































































39ｍ28ｓ 双方の参加者がかわるがわる「結婚したいか」について ， 理由や根拠の部分を述べる。
ｍ ｢恋愛」と「結婚」は連続するかについてのテーマに移る。途中，現在の日本でまだ「お見合い」が多いかについての質問があり，金沢側で回答する。
50ｍ55ｓ 司会者がＷ&Ｍ側参加者に「結婚がブランドになるか」について質問する。また，あわせて｢結婚したい人の条件について」も回答を求める。
55 同じ質問に対して金沢側の考えを求められ回答する。
ｍ０６ 司会者が最後に今日のディスカッションについての感想をＷ＆Ｍ側参加者に求める。途中金沢側参加者も意見を述べる。
，
70ｍ30ｓ 司会者が終わりの挨拶をする。
70ｍ40ｓ ディスカッション終了
ビデオ会議による異文化交流ディスカッションの方法一試論一（太田・三浦）
8．ビデオ会議によるＩＣ、運営上の留意点
第一に，ディスカッションに内容をもたせることである。良いディスカッションを
行うためには，異文化交流にふさわしい，良いテーマを選ばなければならない。しか
し，学生に意見を求めても，学生は良いテーマを思いつかないことが多い。そこで，
彼らの考えを引き出し，話す意欲を起こさせる方法を考える必要が出て来る。筆者ら
は，まず資料としての読み物を読ませる方法をとった。むろん読み物は議論のきっか
けとなる内容をもつものでなければならない。そして，非母語話者に配慮して，長く
なく曰本語がさほど高度でないものを選ぶ。学生は良い読み物に出会うことにより，
考えが広がりディスカッションの中身の質的な向上が期待される。
第二に，ディスカッションへの十分な準備である。１時間という制限時間内での話の
内容，流れ，時間配分などに関する準備が必要となる。ディスカッションの使用言語
は日本語で，内容は主に日本事情的なことであるため，曰本人学生の場合は，討論内
容と流れをおおまかに頭にいれておけばよいが，非母語話者である相手側は，準備期
間を長くとらなければ満足のいくディスカッションができない。すなわち，文化的背
景，生活習慣を理解するだけでなく，使用される語彙・表現などを理解し，正しく発
音でき，使いこなせなければならない。そのため，協定校側では，事前に読解授業と
して資料を読んで，話す練習の機会を設けている。
第三に，宮崎（2002：17-8）がいう「接触場面」のうちの，特に「遠隔接触場面」
におけるコミュニケーション問題（尹2004a,2004b）である。インターネットヘの接
続がブロードバンドになり,学生たちはMessenger系のビデオ会議ソフトウェアを使
うチャットには'慣れてきた。しかし，「対面場面と比べ調整の頻度が高く，物理的･心
理的に困難な状況において，より積極的な言語管理の意識」（尹2004ｂ:２６）が働くと
いう。このような種類のコミュニケーションは，ビデオ会議のような手段により新た
にもたらされたものと見るべきであり，ビデオ会議機器の性能向上を待つだけでなく，
今後は，我々自身がこのような形のコミュニケーションに慣れていこうとする努力も
求められると考える。
第四に，時差調整の問題である。表２に挙げた第７回交信では時差が14時間あり，
米国側が夕方から夜にかけて，日本側が朝早めの時間に行なった。特に筆者らの場合，
ビデオ会議によるIＣＤを大学の正規授業の中に取り込もうとしており，大学の授業時
間内で行う際の日程調整について，曰本側の時間割と相手側のそれと二重に注意を払
う必要がある。
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9．ビデオ会議の技術面における留意点
本稿ではこれまでビデオ会議によるIＣＤの進行方法，いわば方法論について述べて
きた。しかしながら，ビデオ会議システムを扱う以上，方法論とともに機器の面での
準備も入念に行う必要がある。ビデオ会議システムに用いられる技術は，コンピュー
タ機器全般と同様，曰進月歩で向上している。特に，プロトコルにH323が多く用い
られるようになった昨今では，セキュリティ対策や送信パケットの圧縮技術の問題が
より複雑になってきているため，これらに対し必要十分な知識を持って交信に臨まな
ければならない。
筆者らの経験から，実際の交信時に留意すべき点は次の４つにまとめることができ
る。
A）双方の使用機器の性能に関する調査及び事前の相互通信実験の必要性
プロトコルが共通していればITU-Tが勧告する通信は保証されるが,実際のシステ
ム機器はメーカーによりさらに独自の通信技術が載せられている。したがって，異な
るメーカー間，また同メーカーでも異なる機種間での通信が実際にどうなるかは交信
実験をしてみないことにはわからない。特に，実験をして初めてわかる問題（例えば
パケット・ロス'5や突然のプリーズ）が多いということが経験から言える。
B）ファイアウオールの開放等，セキユリテイに関する問題
H323の場合はインターネットを経由する。したがって,セキュリティに対する問題
をいつも念頭におかなければならない。近年Ｈ323を用いた通信では，接続されたビ
デオ会議システム機器がＬＡＮ内に置かれる場合が多く，その出入り口にファイア
ウオール（ＦＷ）が立てられることが一般的である。ＦＷ越しの通信の場合，ＦＷが閉
じられたままでは通信セッションは確立しない。この場合，ＦＷを管理している担当
機関に連絡を取って，交信時間帯のみＦＷの開放を行うことになる。
C）Ｈ323使用時のパケット経由の仕方と経由点数の問題
筆者らが行ってきたＨ323交信のうち，中国との交信で音声の質は良いのに映像の
画質が非常に悪かったことがあった｡ＵＮＩＸコマンドのtraceroute16により通信経路を
調べた結果,インターネットを通るパケットの経由地点数が30地点以上で,かつパケッ
トの送受信にかかる時間値が大きすぎていたことがわかった。日本から送られたパ
１５図３の右下に「PacketLoss」と楕円形の表示が現れている。
１６Windowsコマンドの「tracert」でも同様の調査が行える。
－５４－
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ケットは直接中国へ行くのではなく，アメリカを経由する商用サービス・プロバイダ
の経路をたどっていたのである。インフラによる問題なのでそう簡単に解決できない
が，Ｈ323を使った場合，このような問題も念頭においておかなければならない。
Ｄ）Ｈ,320使用時の通信費用に関する問題
H320を用いればH323による諸問題には悩まされなくなるが，H320はＩＳＤＮを用
いることから,交信を行っている間は国際電話をかけるのに等しい｡この問題はButler
＆Fawkes（1999：４８）の注1でも具体的な金額を提示して指摘されている'7．現在，
日本国内のＩＳＤＮ通話料金は加入電話と同じだが，この通信費用に対してどのような
判断を下すかは，ビデオ会議システム利用者次第ということになる。
10．今後に向けて
本稿では，ビデオ会議によるＩＣＤを行うに当たって，その方法論を確立させていく
とともに，機器の技術面からも周到な準備が必要である，ということを指摘した。
今後は，ディスカッションの幅を持たせるために，まず読み物の種類と内容を充実
させる必要がある。また，ビデオ会議によるIＣＤの授業に対するさまざまな形での点
検・評価を行っていかなければならない。点検・評価は自己評価，参加者による評価
などが考えられるが，授業評価の場合，いずれも点数化したアンケートが中心になる
ものと思われる。その結果については，渋井他（1995)，河村（1999)，東新他（2001）
や植野他（2001）などの先行研究に見られるように，統計的な分析を行う必要がある。
その結果から得られたものをIＣＤによる教育に還元していくことで，曰本人学生の
国際的な感覚を酒蓑するともに，ビデオ会議を一緒に行う協定校側の参加学生への曰
本語教育にとっても有益で新たな教育方法の一つとなり，さらに双方にとって異文化
に対する「共感的理解」（倉地1992）へとつながっていくことを期待している。
１７年間通信費が1998年初年度里4,000,次年度は里5,000かかったという。1998年後半期の日本円との交換
レートで平均すると31万円強である。
－５５－
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Preliminarystudyonintercultualdiscussions
viavideoconhrencin＝
ＯｔａAkira＆MiuraKanae
AbstructThisarticlereportsourexpenencewithdistanceeducationviavideoconferencingbe-
tweenKanazawaUmversityandthreeofitssisteruniversitiesForexample，ｗｅhavehad
interculmraldiscussions(hencefOrth,ICDs)ｏｎｔｈｅｍｅｓｓｕｃｈａｓ'１DoestheanswerYESfrom
JapanesepeoplemeanNO?１VHowdoJapanesejudgeaperson?”andsofOrthwiththe
CollegeofWilliamandMaryinWilliamsburg,VAUSA・
TosuccessfUllyrealizeanICD,itisnecessarytobothl)recuruitparticipantsand2)selectan
appropriatethemeandreadingmaterialslnaddition,ourexpenenceshavetaughtustopay
closeattentiontothechallengesofl)contentdiscussed,2)sufficientpreparationsfOrlCD,３）
newermodesofcommunicationlikevideoconferencing,and4)scheduleadjustmentbetween
time-zonedistantplaces，ｅ・ｇＪａｐａｎａｎｄｔｈｅＵＳＡ・Fromatechnicalpointofview，
videoconferencingsystemissuessuｃｈａｓｌ）advancetestingofconnections，２）secunty
behindfirewall-protectｅｄＬＡＮｓ,３)numberofpacketroutesunderH323conditions,ａｎｄ４）
conununicationcostswithH320protocolareallimportant・
FuturetasksaretoincreasetherepertoireofreadingmaterialsfOrasubstantiallCDandto
provestatisticallythatlCDvideoconferencingengendersempathicandmutualunderstanding
amongparticipants．
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